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 ワシントン DC近郊に住んでいても、スミソ

ニアン博物館に出かけて一日を過ごすという

ことをほとんどしなくなってしまいました

が、去年 9月に完成したアフリカ系アメリカ

人歴史文化博物館のチケットがやっと取れた

ので先日久々にワシントン DCに出かけて来

ました。新しい博物館だけあってとても近代

的で中の展示方法も空間を大切にしていると

いう印象を受けました。展示はどのように黒

人達がアメリカに連れて来られたのかという

歴史を始め、近代まで活躍した人々の紹介な

どがあります。特に面白いと思ったのは、ス

ポーツ選手や黒人音楽に代表される人たちの

使用品や楽器などが展示されていることで

す。スポーツ、音楽好きの人にはたまらない

展示だと思い

ます。一度足

を運んでみて

はいかがでし

ょうか。（予約

チケット要） 
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チリ旅行記 

前嶋明美 

 

昨年の秋、チリ旅行に行ってきた。期間は 

1 ヶ月。チリ旅行は高齢者には厳しいものに

なるだろうから、まだ元気なうちにと決行し

た。目的は「南アメリカのアンデス山脈と

人々の暮らしぶりを見る」というもの。チリ

は太平洋と山脈に沿った南北に細長い国、そ

の面積は日本の２倍だそうだ。でも人口は

1760万人。なぜなのか、旅を終えて今、その

理由がよく理解できる。 

 

私たち夫婦はダレス空港から飛行機で 12 時

間、まずはチリの首都、サンティアゴに到着。

ここはちょうどチリ地図上の真ん中あたりに

位置している。南半球なので季節は春、木々

の葉が萌えはじめていた。いよいよチリ縦断

旅行の開始だ。 

 

まずは移動手段。途中の風景を見たいので飛

行機は使わない。鉄道はほとんど運行してい

ないので長距離バスを使うことにした。乗車

時間が 30 時間を越えることもあると聞き、

ちょっと心配だったが図らずも、これがまた

快適だった。バスのクラスは５段階あり、私

たちは上から２番目のクラスに乗った。２階

建て、トイレ付、座席は飛行機のビジネスク

ラスなみの大型のもの。途中、簡単な食事や

飲み物サービスもある。一度、ファーストク

ラスに乗ったとき、夜間は車掌がシーツと毛

布を持ってきて座席を平らに倒しベッドを作

ってくれ満足だった。それより、何よりも車

窓から見るチリの大自然の風景は感動的だっ

た。私たちは飽きもせず何十時間も揺られな

がら「これがチリ」という感覚に浸ることが

できた。 

チリの長距離バス 

 

最初に向ったのがチリ北部の高山砂漠地帯。

ここにも5000ｍ級の山々がそびえ、雨がほと

んど降らないのでカラカラ状態の荒涼とした

場所。植物も動物もいない。まるで火星の表

面のようだ。こんな風景が延々と続く。これ

では人も住めないわけだ。 

チリ北部の高原砂漠地帯 

 

一方、近年この地形と天候を利用して天体観

測所、天文台が設置されるようになった。今

では、世界最新の天文台の 70％がここに集中

しているという。アタカマにある「アルマ望

遠鏡-天文台」などは有名だ。もちろん観光

客をねらった天文台観測ツアーもある。私た

ちはセレナという町から近い「ママリューカ

天文観測ツアー」に参加した。15人のツアー

客を乗せたマイクロバスは 2 時間ほどかけて
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天文台へ到着。バスから降りてビックリ、満

天の星空。天の川の星の群れまでくっきり見

える。ガイドさんの説明で金星、火星、土星、

そして大きなさそり座、また北半球では見ら

れない南十字星をしっかり見ることができた。

さらに、楕円形に渦巻く２つの銀河を肉眼で

見たときは感動だった。雲が浮かんでいるよ

うにぼうっとしているが、形はまさしく銀河。

そのあと望遠鏡で土星に焦点を当て、あの美

しいリングと 3 つの衛星をはっきり見ること

ができた。そのうちの一つはタイタン。地球

によく似た星として今話題になっている。生

物の存在もありかもしれない。このツアーは

「私たちの地球も宇宙の一部」を感動的に体

感させてくれた。 

 アロマ望遠鏡ー天文台（アタカマ州） ウキペディアより 

 

宿泊はサンディアゴ以外のホテルは現地での

予約。今やネットの時代、i-phone １本で適

当なホテルを探すことができた。予算は１泊

＄100 以下の安ホテルばかりだったが、ホテ

ルライフが目的でないし、人々は親切だった

ので全く問題なかった。チリは聞いていた通

り本当に英語が通じない国だった。しかし、

ホテルでは最低一人は英語のできる人がいて

助かった。また、受付にはどこでもコンピュ

ーターがあり、スタッフやツアーガイドはみ

んな i-phone を持っていた。 

 

北部標高 2400ｍ地点にアタカマという小さな

町がある。人口は 5000 人くらい。観光だけ

の町なので冬の人口は半分くらいになるよう

だ。ほとんど雨が降らないため町中はカラカ

ラ。家、建物は日干しレンガで作られた平屋

がほとんどだ。水は下の町からタンクやボト

ルで運ばれてくる。私たちが泊まったホテル

も水が出なかったり停電もたびたび。こんな

町でも観光客相手の人々はみんな最新の i-

phone を片手に飛び回っていた。この小さな

町に世界各国から観光客が訪れるのは、チリ

北部のハイライトととも言うべきアタカマ高

地ツアーの拠点となる場所だからだ。私たち

もこの町に 3泊して高原ツアーに参加した。 
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その一つ「ミスカンティ湖／ミニケス湖ツア

ー」を紹介したい。朝 7 時から夕 6 時までの

一日ツアー、英語ガイド、朝食夕食つきで一

人 65000 ペソ（＄100）。4000ｍ以上の高知に

あるミスカンティ湖、ミニケス湖に着いたと

きはその絶景に絶句。聞きしに勝る別世界だ。

こんなところにこんな風景があるのかと脅威

さえ感じる。そこにそびえるミスカンティ山

は5622ｍ。何億年も前、海だったところが隆

起し湖が出来た。雨が降らないのでこの辺の

湖は海水の 4 倍もの濃度を持つ。アタカマの

周辺は昔、岩塩の採掘場だったという。遊歩

道を歩くとすぐ足が重く、頭はくらくら、胸

が苦しくなる。空気が薄いせいで私たちは高

山病状態だった。 

 

ミニケス湖（アタカマ州） 

 

さて、同行したツアー客は 14 人、みんない

ろいろだ。隣の席にはホンジョラス出身の女

性（英語教師）とその婚約者。四六時中キス

したり抱き合ったり。彼氏はインダストリー

エンジニアで将来はアメリカで働きたいと。

イタリア出身、ロン毛に髭の 30 才男性はサ

ンティアゴの大学でイタリア語を教えている。

「あなたはイエスに似ている」と言ったら

「イエスが僕に似ているんだ」と。西ドイツ

から来たという 3 人組は姉妹の妹は婚約者と

一緒。姉はチリに住んでいて教師をしている

と。ブラジル出身の 42 才、ひとり旅のナイ

スガイ、左耳にピアス 2 つが光っていた。チ

リ在住のティーンエイジャー女 3 人組、ファ

ッション・メイクはバッチリだったが、3 人

とも大人しくて借りてきた猫のようだった。

他、ひとり旅風の怪しげな女性。そして私た

ち。やはり、こういう観光地に集まるのはち

ょっと変わった人たちなのだと思った。薄い

空気の中でみんなヘロヘロ状態なのに、あの

カップルは平気でイチャイチャしていた。 

 

数年前、2011 年 8月、チリから驚きのニュー

スが世界中を駆けめぐったことがある。それ

は、ここアタカマ州で起きた「コピアポ鉱山

落盤事故」だ。地下 634ｍ地点で落盤事故が

発生、33人の坑夫たちが閉じ込められた。が、

奇跡が起きた。事故から 69 日目、全員無事

に救出されたのだ。「33 人」という映画も作

られた。チリは鉱業国として長い歴史を持っ

ていて、アタカマ州だけでも 2000～3000 の

鉱山があるという。しかし一方で採掘現場で

の安全確保は立ち遅れ、2000年から年平均で

34人が採掘中の事故で亡くなっているとのこ

と。 

 

さて、チリ北部から 30 時間バスに揺られ、

一気にサンディアゴへ戻る。そこからバスで

さらに 7 時間南下したところにプエルト・モ

ンという町がある。ここは島湖沼が点在し、

とても美しいところ。海岸線の漁港には、み

やげ物屋、魚市場がたくさんあり、旅行客を

楽しませてくれる。私たちはここに 3 日滞在

することにした。街中で小さな観光案内所を

見つけ「チロエ島観光ツアー」に申し込んだ。 
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チロエ島の町並み 

 

翌朝、ホテルのロビーでツアーバスを待って

いると、前日予約した案内所の夫婦が車で乗

りつけ、「英語ガイドのツアーがキャンセル

になったので、スペイン語ツアーでよいか、

その分お金は返す」と。これには驚いた。な

んと親切な、、、。もちろん私たちは OK し、す

ぐに来た小型ツアーバスに乗り込んだ。お客

は 13 人、外国人は私たちだけで、あとはチ

リのあちこちから来た家族やカップル。運転

手は天然パーマの陽気な中年男で運転、ガイ

ド、カラオケなどの客サービスすべてを一人

で担当。出発と同時に彼は身振り手振りで元

気に自己紹介を始めた。運転、大丈夫かなー。

この界隈は特に私たちが見たいという所があ

るわけではないが、人々はみんな陽気で楽し

そうだ。音楽も始まってカラオケだ。地元の

歌らしく、みんなが歌い始める。私もつられ

て大きな声で歌っていた。 

大体の観光が終わった午後 2 時半、ランチタ

イムだ。小型バスがやっと通れるようなデコ

ボコ道をくねくねとやっと到着したのは丘の

中腹にある普通の民家レストラン（ちょっと

大きめな掘っ立て小屋のよう）。しかし、こ

この食事はすごかった。一人 7000 ペソ（約

＄10、別料金）。私たちは焼サーモンを注文

した。それが来る前にシーフードサラダ、お

焼のようなもの、ポテトチップス食べ放題、

ワイン、コーラは飲み放題だ。焼サーモンが

来たときはもう満腹状態。サーモンは 10×15

ｃｍ、厚さ 3ｃｍ、半分も食べられない。他

の客のほとんどは「クラント」という地元の

名物料理（数種類の貝とジャガイモやソーセ

ージを一緒に煮込んだポトフのようなもの）

を注文、やはり残していた。私がドギーバッ

クをお願いしたら、そういう習慣はないらし

く、そこの店主がそのサーモンをサランラッ

プに包んで持ってきてくれた。それを見てい

た他の客が「これもあの日本人にあげて」と、

我も我もと私にくれた。帰りのバスはみんな

ワインで酔った勢いで大さわぎだった。 

      

焼サーモン               クラント 
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次の日、魚市場の食堂へ行って「うに」（700

円）を注文した。生うにが大きな深皿になみ

なみと運ばれてきた。どう食べたらいいのか

迷っていると、そこの店主がツカツカ近寄っ

てきて、2 つ切りのレモンをギューギュー絞

り、塩・コショ―を振りかけ「さぁどうぞ、

うまいぞ」と親指を立てウインクした。だが、

この量にはさすがの私も食べきれなかった。 

 

生ウニ 

 

日本ではチリ産のサケ（サーモン）が最も多

く出回っているそうだ。このサケは全部養殖

もので、ここチロエ島及び、その周辺の海岸

線の漁港で養殖されているとのこと。1970年

代に日本の JICA が養殖技術を持ち込み、今

では世界第 2 位のサケ輸出国だという。とこ

ろがこの年、2016年、この養殖サケが大量死

した。続いて大量のイワシ、貝類が沿岸線に

何マイルも打ち上げられ、さらに鳥や哺乳類

（クジラなど）までも死体で発見されたとの

こと。チリ政府はその原因を「有害藻類ブル

ーム、いわゆる赤潮」であると発表した。チ

ロエ島の被災漁民らは「原因の一端はサケ養

殖ブームに対する政府の規制の甘さにある」

と抗議行動を続けているという。 

さて、もう一つ今回の旅行の目的は「氷河を

見る」ことだ。それもできるだけ南極に近い

地点に行って。しかし、南部のチリは交通手

段が悪くそこへ行くのは難しい。それでいっ

たんアルゼンチンに入って、そこから 2000 

ｋｍ南下して、アルゼンチン側の氷河を見よ

うということにした。プエルトモンからアル

ゼンチンに入って南下することバスで 30 時

間、エル・カラファテに到着。間近にアルペ

ンティーノ湖が氷河の水を満々とたたえて広

がり、その終わりにアンデスの山々がそびえ

立つ。この町は小さいが氷河観光の拠点とし

てツアー客が多い。 

 氷河の水によってできた多数の湖 

さて、いよいよ氷河観光ツアーの日。奮発し

てタクシーを使ってロス・グラシアレス（氷

河という意味）国立公園のペリト・モリノ氷

河見学ツアーを決行した。費用は 2100 アル

ゼンチンペソ（約＄140）。タクシーの運転手

はブエノスアイレス（アルゼンチンの首都）

出身のマリアノという 35 才の男。ブラッド

ピットとゲイリーオールドマンを合わせたよ

うなナイスガイ。首にタトゥー。首都の大学

を卒業して英語もできる。学生のころ、ここ

に観光に来て気に入って居着いてしまった。

9 年観光業をしている。子持ちの女性と結婚

したが 1 年で別れた、もう結婚はしないと。

南アメリカの言い伝えだと「再婚する奴は 
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バカ」だそうだ。ヘビースモーカー。自分で

「これが問題」と言っていた。 

ペトリ・モリノ氷河までの走行時間は約 2 時

間、マリアノは上手にガイドをし、私たちの

質問にもたくさん答えてくれた。このあたり

は南極、グリーンランドに次ぐ氷河面積があ

るとのこと。町の周辺には常緑の灌木「カラ

ファテ」がたくさん生えている。町の名前は

これに由来したもの。花は黄色、濃い紫色の

実をつける。いい香りがするので、ジャムや

石鹸、香水などに使われているそうだ。 

   常緑の灌木「カラファテ」 

 

この広い平野に羊、牛、馬が放牧されている。

土地の持ち主は首都ブエノスアイレスの大金

持ちなど。実際に牧畜業に携わっているのは

「ベヨン」と呼ばれている地元の雇われた

人々だという。牛や羊は主に肉を取る。ミル

クやチーズはブエノスアイレスのほうで作ら

れ運ばれてくる。馬は趣味や楽しみのために

飼われていると。チリもアルゼンチンも人々

の貧富の差は大きく、首都でも学校に行って

いない子供たちが大勢いるとのこと。 

伝統料理アサード（子羊の丸焼き） 

 

モリノ氷河に到着。私たちはタクシーから降

りて、展望台遊歩道のトレイルに入り、雄大

な氷河全体を見渡すことができた。天気は快

晴、真っ青な空、濃紺の湖が真っ白な巨大氷

河を浮き立たせている。それは全長 35 ㎞、

幅は 5㎞近く、高さは最高のところで 70ｍ。

ここの氷河は流れが速く、1 日に中央部で 2m、

両端でも 40 ㎝進んでいるとのこと。そのた

め崩落がよく見られる。私たちは遊歩道トレ

イル中、３回その崩落を見ることができた。

長さ 20m もある氷の塊が耳をつんざくような

豪音とともに剥がれ落ちて湖水に落下する。

それはそれは豪快なものだ。私たちも他の観
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光客といっしょに「わぉー、、」と歓声を上げ

ていた。夏シーズンはもっと頻繁にみられる

そうだ。 

モリノ氷河 

 

チリの人々は太平洋の恵みである漁業、山の恵

みである鉱山の発掘などでこの厳しい環境をサ

バイバルしてきたのだろう。彼らはみんな明るく

陽気で親切、そしてたくましかった。バスターミナ

ルで街道芸（太鼓たたき）の家族 4人（2 人は幼

児）、地下鉄車両内でのラップ男や物売り（歯ブ

ラシ、水ボトルなど）、公園内で民族音楽（プロ

級）を奏でる人々などなど、話は尽きない。続き

を聞きたいという方はご連絡ください。喜んでお

話します。 

 

前嶋明美 

同居人との生活 

Yuki Moorman 

SeptemberHouseMAJ 創立者 

３０年ぐらい前に離婚と同時にロックビルに

３階立ての Townhouse を購入し、それ以来同

じ所に住んでいる。以来、１０人以上の人に

部屋を賃貸し生活をシェアしてきた。その経

験を述べてみたい。 

自立生活は離婚と同時に、住む場所を探すこ

とから始まった。将来の収入源をどう確保す

るかが大きな焦点となり、住まいイコール収

入源でもあるというスタンスで住むというこ

とを捉え探すことにした。購入に際し、先ず

一軒家は維持する自信と体力がないだろうと

思い、選択肢から外した。アパートやコンド

ミニアムも見て回っているうちに、綺麗なア

パートとなると施設が大きく、いろいろなア

メニティが付いていて、Community Fee が家

賃と別に多くかかることもわかった。また、

アパートに関しては、自分の車を駐車場に止

めてから先ずエレベーターまで歩く、それか

らエレベーターを待って、エレベーターから

降りてアパートの建物まで歩き、またエレベ

ーターに乗って、自分の部屋のある階で降り

て、廊下を歩いて、部屋に到着。この移動時

間に１０分以上もかかるところがざらであっ

た。その間、食べ物が入った袋を持って、バ

ッグを抱え、仕事が入った袋を持ち、傘やな

にかと持つことが可能だろうかと考えたとき、

アパートやコンドミニアムへの選択は自動的

に私の頭から消えた。一人で生活をするには

車から部屋への距離が短いこと、手荷物が簡

単に運べること、忘れ物があっても、１・２

分で取りに戻れるなどが私にとっては重要な
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ポイントになった。更に、自身の性質上、ア

パートやコンドミニアムに住むと、上、下、

隣、廊下を歩く人達の騒音に耐え切れないこ

とがわかっていたので、これもアパートやコ

ンドミニアムを避ける理由になった。 

その結果、選択肢を Community Fee を安くす

るため、プールもテニスコートもない、小さ

い Townhouse のコンプレックスに絞った。ま

た、間借り同居人（以下同居人）を持つとい

う考えが始めからあったので、その同居人が

車を持たないことを設定し、交通の便がよい

ところ、バスなどへのアクセスが近い所と考

えながら、家選びを始めた。６か月から一年

をかけてこの条件に合うところを焦らずに探

した。 

そ し て 見 つ け た 所 が 現 在 住 ん で い る

Townhouse である。 

 

下の部屋からは裏庭に出ることができるよう

になっている。買った当時は下は大きな倉庫

みたいな部分とゲームルームであった。最初

にしたことは倉庫部分を壊して、寝室を作り、

トイレ、シャワーを取り付ける改装で人に貸

せるように準備した。その費用は＄５０００

ぐらいだった。私の寝室は３階、同居人は地

下１階、その中間の１階に台所、居間、食堂

という空間があるため、音が遮断され、プラ

イバシーが保てる環境である。 

台所をシェアしていた時の不便さと不快な体

験を通して、貯めたお金で、５年目に二度目

の改築をし、下の部屋に簡単な台所を付け足

した。ストーブ、冷蔵庫、棚を設け、完全に

独立した形での共同生活ができるようにした。

台所を分けることは長期に及ぶ同居人との共

同生活を上手く続けるには絶対必要な条件だ

と信じている。これは＄５０００以下の予算

で出来た。それ以後、短期ではなく、長期で

貸せる相手を探すことにしている。独身者を

対象にしてきた。理由はカップルに貸すと、

２対１となって、持ち主の私の立場が弱くな

り、我慢する量が増えるという悲惨な経験を

したこと、カップルの間で喧嘩があった時に

は、関わりがなくても、私まで不愉快になっ

てしまうことが常であったこと等で、その結

果カップルには貸さないことにした。勿論我

慢しなければならない事は当然ある。それは

話し合いで解決してきた。自分の気持ちを正

直に伝えるよう努力してきた。経験から自分

自身にも我慢できる部分とできない部分が明

確になってきたし、押しつけではなく、思い

やりの行為は相手に伝わると信じでいる。 

思い起こせば、同居人はスペインからの交換

教師から始まった。そのあと、この地域の大

学に通っていた学院生、イタリアからの研究

者や医者で NIH の勤務者、それから日本人の

医者や研究者と続き、現在は地元にある日本

企業に勤める会社員である。 

同居人を持つという考えは三つの理由からで
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ある。一つは収入源を少しでも増やし、子供

の学費、家のローンの支払、家の改造費を貯

めるという、経済面での安定確保。そのお蔭

で、屋根の吹き替え、１０個以上ある窓の入

れ替え、改築等、家の維持を続けてきた。家

を綺麗にモダーンにアップグレードしたり、

維持したりするのは思ったより困難である。

とりわけ、収入源が伸びない状況に置かれて

いた１０年間は、アルバイトの数を二つ三つ

と増やし、夜や週末も働いた。グリーンカー

ドで働いている人、ましてや母子家庭にはこ

の状況は当たり前ともいえるのではないだろ

うか。 

二つ目は社会への貢献である。利潤追求では

ないので家賃は安くしてある。なるだけ気持

ちよく一緒に生活できる同居人の選択に気を

配った。刺激のある生活、友達作りに繋げる

よう努力してきた。外国から来た人にはいろ

いろと便宜を図り、私からの貢献度が高いよ

うにしてきた。賃貸人に「助けてもらうとい

う甘えの態度」ではなく、「助けてあげると

いう態度」でずっとしてきた。結果、スペイ

ンやイタリアからの同居人は彼らが帰国後も

行ったり、来たりの友人関係が今もずっと続

いている。 

そして三つ目、子に対する親の配慮である。

遠くに住む成長した子供たちは私が一人でポ

ツリと住んでいるのではないという安心感を

持っている。病気になったときも怪我したと

きも子供達が来るまで、面倒見てくれる人が

傍にいるという安心感がある。これは私から

子供達への考慮でもある。「お母さんは一人

暮らしてしているが、そばにサポートしてく

れる人がちゃんといますよ。心配しなくても

大丈夫よ。」というメッセージを送っている。 

同居人から定期的に入ってくるエキストラの

収入は今ではちょっとした贅沢な旅行に大い

に役立っている。地元の音楽鑑賞等シーズン

チケットの購入を躊躇なく出来る嬉しさがあ

る。週末や休みの時にケネディーセンターや

ハーマンセンターなどでのコンサートや観劇

を楽しんでいることを子供や友人とシェアす

ることの出来る贅沢を私自身が喜んでいる。 

年を取ると若い時には想像もできなかったケ

アが必要になり、それが年々増えていく。自

分自身の体験を含めて、September House 

MAJ という NPO を仲間と設立した。この記事

を読んだ方が自分も同居人と暮らすことに前

向きになってくれたら嬉しいし、このサービ

スを必要としている人に声をかけてくれたら、

大変ありがたいと思う。 

www.septemberhousejaj.org 

ユキ・モーマン：１９６７年渡米、シアトル

のワシントン大学で文化人類学を専攻。大学

で英文学、国文学、教員免許、図書秘書免許、

書道教師免許取得。１９８８年からウイット

マン高校にて日本語教師。１９８８－１９９

３年夏休み期間限定でフェアファックス郡の

小学校イマージョンプログラム開始にあたっ

てカリキュラムディベロップメントの一員と

して勤務。１９８８－１９９０年ジョンズホ

プキンズ大学ＳＡＩＳで夏期講座の日本語を

担当。２０１４年タウソン大学大学院にて特

殊教育修士号取得。 
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さくら学園の報告 

 

 

暖かい春、４月８日にさくら学園の第 17 回

入園式及び始業式が挙行されました。さくら

学園の先生方から暖かい励ましのお言葉を頂

いて、ひとつ進級した年中の子供たちは、誇

らしげに、また年少の子供たちは、戸惑いな

がらもうれしそうに、素敵な始まりをむかえ

ました。 

この新学年度に年中組の親として印象に残る

のは、昨年はまだ小さかった子供たちが、今

年はお兄さんお姉さんの顔で座っていること

でした。子供たちの成長の早さには、目を見

張るものがあります。 

 

この一学期中に年少さんは自己紹介、年中さ

んはひらがなの読み書き、皆それぞれに真剣

に取り組み、新しい知識を身につけました。

可愛らしい作品も沢山作り、家のあちこちを

飾ることもできました。 

入園してひと月余りの５月１３日には春の音

楽会が開催されました。年少の女の子はかわ

いい蝶の衣装を着て、「ちょうちょ」の歌を

歌い、男の子は「大きな太鼓」の歌にあわせ

てドーンドーントントントンとリズムを刻む

こともできました。子供たちの素晴らしい演

奏が皆様の心にも響いたと思います。子供の

成長に頬を緩ませると同時に先生方のご指導

に感謝の一言です。年中さんは赤、白、青の

Tシャツを着て、「赤い鳥小鳥」をきれいに

歌ったり、手遊びを交えて大人気の「幸せな

ら手を叩こう」を全身を動かしながら元気い

っぱいに披露してくれました。さすが年中さ

ん。もうプロという感じでした。また、補助

の先生方からも「春が来た」と「花」の 2曲

を歌ってくださり、大変盛り上がった音楽会

でした。 

 

６月３日に開催された夏祭りでは、カキ氷、

風船釣り＆スーパーボール釣り、魚釣り、的

当て、おせんべいにお絵かき、お面という 6

つのブースが屋台の風情を出し、お祭りを盛

り上げてくれ、子供たちは楽しそうに各ブー

スを一周を回りました。お祭り気分を盛り上

げるお神輿担ぎもあり、ワッショイ、ワッシ

ョイ、と威勢よく日本の文化に触れ合う貴重

な機会でした。 

 

さくら学園を知らない友人と話すときにさく

ら学園はジャパニーズスクールと説明します

が、さくら学園はただのプリスクールだけで

はなく、日本語を身につけ、日本文化にふれ
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あい、日本に縁のある方々と知り合うことが

できる独特なコミュニティーだと思います。

日本生まれで 18ヶ月でアメリカに引っ越し

て来た我が子はさくら協会の教育理事長のご

協力、先生方のご努力、保護者ボランティア

のサポートのおかげで大変いい経験ができま

した。ほかの子どもも同様な経験だと思いま

す。さくら学園の皆様、この学期、色々あり

がとうございました。来学期もどうぞよろし

くお願いします。 

 

年中組まとめ役 エイブラムソン キャラ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さくらポットラック 
パーティーのご報告 

 

去る５月７日午後１２時より３時までポトマ

ックコミュニティーセンターにおいて年一度

の（恒例の）ポットラックパーティーが催さ

れました。当日は朝から好天に恵まれ出足も

良く５０人を超す会員の皆様とご家族の方々

がお得意のお料理ご持参でご参加くださいま

した。 

 

今年もバラエティーに富んだおいしいお料理

の数々に舌鼓を打ちました。ご馳走の内容を 

ご紹介しますと、まずご飯類として巻き寿司、

チラシ寿司、いなり寿司、カルフォル二アロ

ール、カレーライス、お赤飯、麺類として焼

きそば、肉類として焼きチャーシュー、フラ

イドチキン、豚肉の角煮、煮物としておでん、

炒め物としてひじき、きんぴらごぼう、中華

風牛肉とブロッコリーなど、そしてデザート

には、ロールケーキをはじめ数々のケーキ類

と沢山のみかんなど普通レストランでは食べ

られないくらいのメニューの多さを堪能しま

した。早朝より時間をかけてお料理してくだ

さいまして有難うございました。 

お食事後のエンターテイメントとして、今年

は和楽器を中心に、津軽三味線、長唄、尺八

 

さくら学園は、保護者が運営する日本語幼稚園です。

各クラスには専任教師がおり、持ち回りで保護者が

保育や行事をサポートしています。毎週土曜日の午

前中にメリーランド州モンゴメリー郡の公立小学校

Garrett Park Elementary School を借りて活動してい

ます。バージニア州や DC からも通園しやすい場所で

す。入園をご希望のご家庭は http://sg.sakuradc.org/ 

をご覧の上、E メール（yochien@sakuradc.org）にて、

お気軽にご連絡ください。 

 

毎年恒例のミツワバス旅行を今年も企画

しています。催行日は 12月 10 日（日）

です。今からカレンダーにマークを入れ

ておいてください。詳細はさくら通信秋

号にてお知らせ致します。お楽しみに！ 
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そして日舞をご披露しました。「津軽タント

節」を私が弾き、津軽ものですが、ゆっくり

したテンポの「十三の砂山」（とさのすなや

ま）を山内啓子さん、エバンズ史緒（ふみお）

さん、私の三人が三味線を弾き、西浜正博さ

んが尺八で伴奏して下さいました。次に長唄

の「供奴」と「勧進帳の瀧流し」を啓子さん

と史緒さんお二人で演奏し、啓子さんは唄も

唄われました。その後、皆様良くご存知の端

唄、小唄で有名な「祇園小唄」と「梅は咲い

たか」を三人で弾き、千坂郁代さんが「梅は

咲いたか」をあでやかな着物姿で踊ってくだ

さいました。そして最後に西浜正博さんが

「山河」という曲を尺八で演奏してくださり、

山と河に囲まれた大自然の中で鳥のさえずり

すら聞こえてくるような美しい音色で、聴く

人を魅了しました。今回のエンターテイメン

トの出演者全員がさくら協会の会員さんとい

うのも嬉しい事でした。 

エンターテイメントの次は、お客様にもれな

く当たるドアプライズで、「まるいち」様と

「はなマーケット」様よりラーメンやお菓子、

スナック類の食品、日本茶、ウーロン茶など

の飲み物のご寄付を頂き皆様大喜びでした。

「ブルーオーシャン」様よりお食事券５枚、

「まるいち」様より商品券１０枚、それに

「JFC インターナショナル」様より象印魔法

瓶３個ご寄付いただき、それぞれお客様にお

買い上げいただきました。最後にフィフティ

ーフィフティーとしてお客様に１枚１ドルの

チケットをご希望枚数購入していただき、売

り上げの半分はキャッシュで幾人かのお客様

に当たり、残り半分はさくら協会への寄付と

させていただきました。 

今回の収益金とご寄付は、今後のさくら協会

運営費として利用させていただきます。 ス

ポンサーになってくださいました「まるいち」

様、「はなマーケット」様、「ブルーオーシャ

ン」様、「JFCインターナシオナル」様、ミニ

バザーにご寄付くださいました方々、演奏者

の方々、そしてご参加くださいました会員の

皆様お一人おひとりに心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

（註: ブルーオーシャン様よりのお食事券は今回

７月３１日が締め切りとなっておりますので、ど

うぞお早めにお出かけくださいませ。） 

スポールディング二宮陽子 
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（さくら協会副会長） 

 

編み物の会 ― 講師Ms. Nobuko Stonebraker 

場所:講師宅にて 毎月第４火曜日 

電話：（３０１）５９８－２８３６（要予約） 

E メール：nobuko10@gmail.com 

 

フラダンス ー 講師：スポールディング二宮陽子 

場所：講師宅にて 毎週金曜日１１時～１２時 

電話：（７０３）５６９－０８０９ 

Ｅメール：yspalding@cox.net 

 

日本刺繍 ― 講師：八木葉子 

場所：講師宅にて 月一回火曜日 

電話：（３０１）９８３－１７９０ 

Ｅメール： yagi.yoko@comcast.net 

 

姿斉教室 ― 講師：スチュアート純子 

www.shisei-planet.com 

場所：講師宅にて 毎週木曜日１１時～１２時 

電話：（２４０）８３９－７４２４ 

Ｅメール：junkostuart@gmail.com 

 

現在、さくら協会ではランチグループのコーディネー

ターを募集しております。食べ歩きの大好きな方で他

の会員と一緒に食事を楽しみたい方は、ぜひお手伝

いください。ご連絡は、info@sakuradc.org までお願い

致します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら年次総会のご案内  

  9 月 16 日（土）午後 2 時半から 4 時半までポト

マックコミュニティーセンターの工作室にて年次

総会を行います。今年は通常の活動報告、会計

報告、貢献者表彰に加え、 

 

NPO 法人グリーフケア・サポートプラザ理事（元

日本女子大学講師） 三輪久美子氏より「大切な

人を看取る–高齢期における家族との別れ」 と

題した死別の悲しみへの向き合い方と亡き人あ

との人生の再生について講演を行って頂くことに

なっております。 

 

会員皆様のご出席をお待ちしております。 

ご出席の方は、お手数ですが info@sakuradc.org 

までお知らせ頂きますようお願い致します。 

 

 

 

さくら協会事務局 

 

 

mailto:yspalding@earthlink.net
http://www.shisei-planet.com/
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❀ 会員を募集しています ❀ 

さくら協会では、日本人、日系人同士の交流と相互補助、地域コミュニティとの親和を目指して、３歳から

５歳児のためのさくら学園、毎月のランチグループやお料理教室が楽しめるカルチャーグループ、三味線

や尺八などのエンターテイメント、年４回発行のさくら通信、健康や教育に関するセミナーなどを提供して

います。このニュースレターをお読みになって、趣旨にご賛同いただけましたら、ぜひご入会ください。  

メンバー年会費（４月～３月）は２５ドルです。アメリカ国外に在住の方は、郵送料が異なるため、３５ドル

とさせていただきます。会員には、イベントやセミナーのお知らせを随時メールなどでご連絡し、「さくら通

信」を郵送でお届けします。また、さくら学園、シニアネットをはじめとした各種アクティビティへの参加が可

能です。入会ご希望の方は下記の申込書をご記入の上、Sakura Association, Inc. 宛てのチェックととも

に、Sakura Association, Inc. P.O. Box 1694, Rockville, MD 20849-1694 までお送りください。 

 

**************************************************************きりとりせん************************************************************* 

 

会員申込書                   日付＿＿＿年＿＿月＿＿日 

新規会員 継続会員（いずれかに丸） ＊活字体でお願いいたします。 

氏名（英語）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（日本語名）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

電話番号： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   FAX 番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

E メールアドレス： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   日本語のメールは？    OK   読めるだけ  不可 

同封金額: ＿＿＿＿＿＿ドル 

さくら協会を何で知りましたか？ さくら通信 Web サイト 友人 その他（                   ） 

よろしければあなたの年齢層をお教え下さい。   ２０代   ３０代   ４０代   ５０代   ６０代   ７０代+ 

シニア向けの活動を電話連絡してほしいですか？ はい いいえ 

 

よろしければ出身地（都道府県）を教えてください （                 ） 

 

Sakura Association, Inc. 宛ての$25（アメリカ国外在住の方は$35）の小切手を添えて、 

P.O. Box 1694, Rockville, MD 20849-1694 までお送りください。さくら協会は非営利団体（non-profit 

organization）ですので、会費は米国所得税控除対象となります。ご寄付も歓迎致します。よろしければ今

回、ご寄付の金額を加算したチェックをお送りください。(年会費は４月から翌年３月末までの１年間有効

です。但し、１月から３月の間にご入会の場合に限り同年４月からの年会費が免除になります。) 
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詳しくは、このニュースレターをご覧になるか、お近くのさくら協会のメンバーにお尋ねください。 

Web サイト: http://sa.sakuradc.org E メール: info@sakuradc.org  まで。 

 

Sakura Association, Inc.  P.O. Box 1694, Rockville, MD 20849-1694                             

 

             

 

 

 

 

 

 

さくら学園で、こどもと楽しく 

いっしょに学べる！ 

日本人がアメリカ

で助け合うって大

事なことなのね。 
あたらしい友だちが増

えるかな？ 

 ためになるセミナーもあ

るのね。 

 さくら協会のご紹介  
 

さくら協会は、１９９７年に設立された CUGI

（Citizens United in Global Interest）を前身とし

て、2000 年 9 月に新しい団体として発足しまし

た。日本語を話し、ワシントン DC 首都圏に住む

人々を中心に、日本人・日系人同士の交流と相

互補助、地域コミュニティとの親和を目指して、

異文化での子育てやシニアライフ、日米文化交

流のための活動を展開しています。会員の皆さ

まのために、新年会、見学会、小旅行、セミナ

ー、ランチョン、バザーなどの各種イベント、フラ

ダンスや日本刺繍など各お教室を日本語で開

催しています。 

 

地域で役に立つ情報がいっぱ

い！ 
 

mailto:info@sakuradc.org

